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地域医療構想調整会議の協議における補足資料
（本山町立国保嶺北中央病院 第三次経営健全化計画）

※すでに各計画・プランに記載している項目については、記載を省略可

（１）基本情報

医療機関名：本山町立国保嶺北中央病院

開設主体：本山町

所在地：高知県長岡郡本山町本山６２０番地

病床数： （単位：床）

病床が稼働していない理由： （※許可病床数と稼働病床数に差がある場合のみ記入）

診療科目（標榜）：

内科・外科・肛門外科・整形外科・脳神経外科・リウマチ科・皮膚科・泌尿器科・婦人科

リハビリテーション科

職員数：

一般 療養
うち

医療療養

うち

介護療養
精神 感染症 結核 合計

許可

病床数
５５ ４４ ４４ ９９

稼働

病床数
５５ ４４ ４４ ９９

職種 常勤職員数 非常勤職員数

医師 ４ ２２

看護師 ５３ ４

准看護師 ５ ２

看護補助者 ２０ １

助産師 ０ ０

事務職 ５ １

その他（上記以外） ２６ １２

合計 １１３ ４２
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（２）今後の方針 ※地域の現状・課題及び自施設の現状・課題を踏まえ、具体的な方針を記載

① 地域において今後担うべき役割
1.保健・医療・福祉を一体化した総合医療を行い、町づくりと地域住民の生活支援に貢献する。

2.患者様に優しい医療を心掛け、地域住民から信頼される病院作りを行う。

3.嶺北地域の医療の向上に努め、他の医療機関・関係機関との連携、協調を図る。

4.急性期医療および救急医療から在宅までの幅広い医療・介護を提供する。

5.経営の安定化に努め、医療の継続的提供を行う。

【５疾病 ５事業＋在宅等の役割】（※該当項目に○）

５疾病

５事業＋在宅

その他（※5疾病5事業以外にあれば具体的に記載）

② 今後持つべき病床機能

地域包括ケア病床の稼働率の向上

③ その他見直すべき点

本山町地域包括等との連携の強化

がん 脳卒中 心血管疾患 糖尿病 精神疾患

現在 〇 〇 〇 〇

今後
(2025 に向けて)

〇 〇 〇 〇

救急 災害 へき地 周産期 小児 在宅

現在 〇 〇 〇 〇

今後
(2025 に向けて)

〇 〇 〇 〇
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④ 病床がすべて稼働していない病棟について（※該当ある場合のみ）

【非稼働の理由】

【今後の方針】

（３）具体的な計画 ※（２）今後の方針の①～④を踏まえた具体的な計画について記載

① ４機能ごとの病床の今後の方針

（単位：床）

（現在の病棟別内訳)

（地域包括ケア病床は一般病床の５５床の内の９床）

② 具体的な方針及び整備計画（※病棟機能の変更がある場合のみ 既存資料で対応可）

（４）その他 現状を把握のための数値及び目標

非稼働病棟の病床数 床

現在
（平成30年度病床機能報告）

将来

（平成37(2025)年度）

高度急性期 高度急性期

急性期 55 急性期 55
回復期 → 回復期

慢性期 44 慢性期 44
（合計） 99 （合計） 99

休床等 休床等

介護施設等
(介護医療院含む)

病床機能

4機能
病棟名

入院基本料

特定入院料

許可

病床数

稼働

病床数

病床稼

働率

平均在

院日数

一般病床 ２階病棟 急性期一般入院料７ ５５ ５５ 77.1% 19.6

医療療養病床 ３階病棟 療養病棟入院基本料２ ４４ ４４ 80.2% 448.8
地域包括ケア

病床
２階病棟 地域包括ケア入院医療

管理料１
９ ９ － －
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① 医療提供に関する項目（現在の数値 及び 目標）

・手術室稼働率

・紹介率

・逆紹介率 など

② 経営に関する項目（現在の数値 及び 目標）

・人件費率（人件費/医業収益）

・人材育成にかける費用の割合（人材育成かかる費用（職員研修費）/医業収益）

・一般会計からの繰入金 など

③ その他

（５）課題 ※今後の方針や具体的な計画を進めていくうえでの課題（各計画・プランも踏まえ）

① 現状の課題

1． 人材の確保・育成

2． 病院機能の充実

3． 経営基盤の安定

② 今後の課題

嶺北地域での当院のを始め他病院との役割の見直等、関係機関において、今後協議をしていく

（６）その他（自由記載）


